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 第一章では，ガラスに波長 266 nm の UV ナノ秒レーザを照射することで，アブレー














 第二章では，ガラス裏面に銅箔を接触させた状態で Ar イオンレーザ（波長 514.5 nm, 
488.0 nm）を照射し，密度変化領域（局所溶融領域）が裏面からレーザ照射面に向か
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伴い変化領域の移動速度が大きくなる現象の再現に成功している．また，ガラス裏面
の金属として銅箔の代わりにスパッタにより厚さ数 μm の Pt 膜を形成させた試料にレ
ーザ照射を行うことで，直径 3–50 μm 程度の Pt 微粒子がガラス内部を移動する興味深




ている．同様に数種類の金属膜で検討することで，Ni や  SUS304 では Pt と同じく金
属微粒子となってガラス中に導入されるのに対して，Ta, Sn, Ag では Cu のように金属
微粒子の導入が起こらないことを確認している．この原因を明らかにするため各金属
のレーザ照射による温度変化を調べた結果，Pt, Ni や SUS304 ではレーザ照射後 0.01
秒で，ガラスの軟化点以上の温度に到達するの対して，Ag, Cu については，1 秒間経
過後も軟化点を超えない（最大 1000 K 程度）ことを確認し，この結果により挙動に違
いが出ると結論付けている．  
 第三章では，薄板ガラス基板に波長 355 nm の UV パルスレーザを，ガラス裏面よりさら
に外側に集光させることで，基板裏面からナノファイバーが生成する新しい現象を見出す
とともに，その生成メカニズムについて調べている．生成したファイバーの平均直径は約





十  μm のボイドが形成されることを確認している．同時に，このボイドが収縮を伴いなが
ら進展する様子の観察に成功し，ボイドがガラス基板の裏面付近に達した際，溶融ガラス
が裏面において約 1 MPa の圧力で押し上げられ，溶融ガラスが約 50 m/s の速度で外側へ放































ザを照射し，密度変化領域が約 200 mm/s で形成する様子の観察に成功している．また，
レーザの透過光量の変化を計測し，改質時に透過光量が初期値の 5%まで低下すること
を確認している．さらに，吸収材として白金，ニッケル，ステンレスを用いることに





て述べている．波長 355 nm のパルスレーザを薄板ガラスに照射することにより，基板
の裏面から平均直径が約 300 nm のナノファイバーを生成することに成功している．ナ
ノファイバー形成プロセスを解明する目的で，高速度カメラを使用し，ガラスが溶融・
軟化する挙動やガラス内部にボイドが形成する過程およびボイド形成により溶融ガラ
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